温泉掘削（増掘・動力装置）工事着手届について

（温泉関係事務処理要領第６）

　この届出は、温泉掘削（増掘・動力装置）工事に着手したときに、県知事に届け出るための書類です。

１　届出手数料

　　無料

２　提出書類

　　届出書（添付書類は、無し）

３　提出時期

　　着手した日から10日以内

４　提出先

　　岩手県環境生活部自然保護課

様式第２号（第６関係）
年　　月　　日
　
　　岩手県知事　　　　　様
住所法人にあっては、主たる事務所の所在地
氏名法人にあっては、名称及び代表者の氏
　
温泉掘削（増掘・動力装置）工事着手届
　温泉掘削（増掘、動力装置）工事に着手しましたので、次のとおり届け出ます。
	許可年月日及び許可指令番号
	年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　　　号

	工事箇所
	

	工事着手年月日
	年　　月　　日

	工事終了予定年月日
	年　　月　　日

	ボーリングの種別
動力装置の内容
	

	施工者の住所、氏名
又は、会社名
	

	備　　　考
	


温泉掘削（増掘・動力装置）許可の有効期間の更新について

（温泉法第5条第2項、第11条第2項）

この申請書は、災害その他やむを得ない理由により、許可の有効期間内に工事が完了しないと見込まれるときに、1回に限り、2年を限度として有効期間の更新を県知事に申請する書類です。

　１　申請審査料

　　　無料

　２　提出書類

　　(1)　申請書

　　(2)　更新を必要とする理由を証する書類等

　３　提出時期

　　　許可の失効前（許可日から2年以内）に提出。

　４　提出先

　　　岩手県環境生活部自然保護課

　５　注意事項

許可後は、速やかに工事に着手し、工事着手後は速やかに工事を完了するよう努めること。

　　許可の有効期間の更新は、例外的な取扱いであり、次のような場合には更新は認められません。

　　・　一般的な自然災害が発生したとき

　　・　不況等経済状況の悪化や資金繰りの悪化に伴って事業進捗に遅れを期した場合

　　・　許可後速やかに着手せず、結果として工事が完了しない場合

様式第2号（第3条関係）
年　　月　　日　　
　　岩手県知事　　　　　様
氏名（eq \o(\s\up  5(法人にあっては、名),\s\do  5(称及び代表者の氏名))）
温泉掘削許可等有効期間更新申請書
　温泉掘削（増掘・動力装置）許可の有効期間を更新したいので、温泉法第５条第２項の規定により､次のとおり申請します。
	申請者
	住所
	（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

	
	氏名
	（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

	許可の種類
	掘削　・　増掘　・　動力装置

	許可年月日及び
許可指令番号
	　　年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　号

	工事に係る土地の所在、地番及び地目
	

	更新を必要
とする理由
	


（Ａ４）　
温泉掘削（増掘・動力装置）の工事完了届について

（温泉法第８条第１項）

この届出は、温泉掘削（増掘・動力装置）工事を完了したときに県知事に提出する書類です。

１　届出手数料

　　無料

２　提出書類（動力装置の場合は(1)～(4)）

　　(1)　届出書

　　(2)　温泉成分分析表（温泉分析書）の写し

　　(3)　孔内断面図、配管状況及び地質状況が判別できる温泉孔柱状図

　　(4)　揚湯試験結果

　　(5)　警報設備による警報の作動状況

　　(6)　毎作業日における掘削口等周辺のメタン濃度の測定結果

　　(7)　毎作業日におけるガス噴出の兆候の有無の点検結果

　　(8)　ゆう出路洗浄中におけるガス噴出の兆候の有無の点検結果

　　※　(5)～(8)の結果は日常点検表に記載して添付書類として提出します。（可燃性天然ガスの噴出のおそれがない場所での掘削の時は(6)だけを記載して添付します。）

３　提出時期

　　工事完了後遅滞なく提出すること。

　４　提出先

　　岩手県環境生活部自然保護課

５　注意事項

　　工事完了後温泉を増掘又は動力装置を設置するためには、別途温泉法第11条第１項の規定により知事の許可を受ける必要があること。
　　なお、同許可を受けずに増掘又は動力装置を設置したときは、同法第11条第２項の規定により準用する同法第10条の規定による原状回復命令又は同法第38条の規定による罰則の適用を受けることがあるので注意すること。

様式第６号（第４条関係）
年　　月　　日
　　
　岩手県知事　　　　　様
住所　法人にあっては、主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名　法人にあっては、名称及び代表者の氏名　温泉掘削許可等工事完了届
　温泉掘削（増掘、動力装置）工事を完了したので、温泉法第８条第１項の規定により届け出ます。
	許可の種類
	掘削　・　増掘　・　動力装置

	許可年月日及び許可指令番号
	年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　　　号

	工事に係る土地の所在､地番及び地目
	

	工事完了の期日
	年　　月　　日

	工事施行の結果
	掘削
(増　掘)
	口径
	ミリメートル
	深さ
	メートル

	
	
	温度
	摂氏　　　　　度
	ゆ　う
出　量
	１分時 　リットル

	
	
	水位
	メートル

	
	動力装置
	種類
	
	形式
	

	
	
	出力
	Kw
	揚湯量
	１分時 　リットル

	
	
	温度
	摂氏　　　　　　　度

	工事施工者名
	

	参考事項
	


（Ａ４）　

温泉掘削（増掘・動力装置）の工事廃止届について

（温泉法第８条第１項）

この届出は、温泉掘削（増掘・動力装置）許可後、工事未着手や工事の途中であっても工事を続行する予定がなくなったときに県知事に提出する書類です。

１　届出手数料

　　無料

２　提出書類

　　(1)　届出書

　　(2)　孔内断面図、配管状況及び地質状況が判別できる温泉孔柱状図

３　提出時期

　　工事廃止決定後遅滞なく提出すること。

　４　提出先

　　岩手県環境生活部自然保護課

様式第７号（第4条関係）
年　　月　　日
　　　岩手県知事　　　　　様
住所　法人にあっては、主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　法人にあっては、名称及び代表者の氏名　温泉掘削許可等工事廃止届
　温泉掘削（増掘、動力装置）工事を廃止したので、温泉法第８条第１項の規定により届け出ます。
	許可の種類
	掘削　・　増掘　・　動力装置

	許可年月日及び許可指令番号
	年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　　　号

	工事箇所の土地の所在、地番及び地目
	

	工事廃止の期日
	年　　月　　日

	許可の
内容
	掘削
（増掘）
	口径
	ミリメートル
	深さ
	メートル

	
	動力
装置
	種類
	
	出力
	Kw

	廃止時の状況
	掘削
（増掘）
	口径
	ミリメートル
	深さ
	メートル

	
	動力
装置
	

	施工者の住所､
氏名又は会社名
	

	廃止の理由
	


（Ａ４）　
温泉掘削（増掘・動力装置）許可承継（合併、分割）承認申請書について

（温泉法第６条第1項）

この申請書は、温泉掘削（増掘・動力装置）許可を受けた者である法人の地位を合併、分割により承継するときに県知事に提出する書類です。

１　申請手数料

　　7,400円

２　提出書類

　　(1)　申請書（様式第3号）

　　(2)　合併契約書又は分割計画書若しくは分割契約書の写し

　　(3)　誓約書（様式第3号）

　　(4)　当該許可指令書

　　(5)　合併後存続する法人若しくは合併により設立される法人又は分割により掘削、増掘若しくは動力装置の事業を承継する法人の定款又は寄付行為の写し

３　提出時期

　　合併、分割前に許可を受けている法人が提出すること。

　４　提出先

　　岩手県環境生活部自然保護課

５　注意事項

　　　合併の場合は、合併の法人登記を行うまでは効力が生じない。

様式第３号（第３条の２関係）

	
	岩手県収入証紙
貼付欄
	


年　　月　　日

　　岩手県知事　　　　　様

名称及び代表者の氏名　　　　
温泉掘削（増掘・動力装置）許可承継（合併、分割）
承認申請書
温泉掘削（増掘・動力装置）許可を承継（合併、分割）したいので、温泉法第６条第１項の規定により関係書類を添えて申請します。

	許可の種類
	掘削・増掘・動力装置

	許可年月日及び
許可指令番号
	年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　号

	合併により
消滅する
法人又は

分割前の法人
	主たる事務
所の所在地
	

	
	名称及び代表者の氏名
	

	合併後存続する

法人若しくは合

併により設立さ

せる法人又は分

割により事業を

承継する法人
	主たる事務
所の所在地
	

	
	名称及び代表者の氏名
	

	工事に係る土地の所在､
地番及び地目
	

	合併又は分割
の予定日
	年　　月　　日


（Ａ４）

様式第３号（第７関係）
年　　月　　日
　　
　　岩手県知事　　　　　様
住所（主たる事務所の所在地）
氏名（名称及び代表者の氏名）　　　
誓　　　　　　約　　　　　　書
　温泉掘削（増掘・動力装置）許可の地位を合併又は分割により承継する申請者は、温泉法第４条第１項第４号から第６号までに該当しない者であることを誓約します。
（Ａ４）　
温泉掘削（増掘・動力装置）許可承継（相続）承認申請書について

（温泉法第７条第1項）

この申請書は、温泉掘削（増掘・動力装置）許可を受けた者が死亡した場合、その許可を受けた個人の地位を相続により承継するときに県知事に提出する書類です。

１　申請手数料

　　7,400円

２　提出書類

　　(1)　申請書（様式第4号）

　　(2)　戸籍謄本

　　(3)　相続人が2人以上ある場合において、その全員の同意により掘削等の事業を承継すべき相続人として選定された者にあっては、その全員の同意書

　　(3)　誓約書（様式第4号）

　　(4)　当該許可指令書

３　提出時期

　　被相続人の死亡後60日以内に相続人が申請し、その承認を受けること。

　４　提出先

　　岩手県環境生活部自然保護課

様式第４号（第３条の３関係）
	岩手県収入証紙
貼付欄


年　　月　　日
　　
　　岩手県知事　　　　　様
氏名　　　　　　　　　
温泉掘削（増掘・動力装置）許可承継（相続）承認申請書
　温泉掘削（増掘・動力装置）許可を承継（相続）したいので、温泉法第７条第１項の規定により関係書類を添えて申請します。
	許可の種類
	掘削・増掘・動力装置

	許可年月日及び
許可指令番号
	年　　月　　日付け　岩手県指令　自第　　　号

	被相続人
（承継前）
	住所
	

	
	氏名
	

	申請者
（承継後）
	住所
	

	
	氏名
	

	
	被相続人との続柄
	

	工事に係る土地の所在、地番及び地目
	

	相続開始の年月日
	年　　　　月　　　　日


（Ａ４）　

様式第４号（第８関係）
年　　月　　日
　　
　　岩手県知事　　　　　様
住所
氏名　　　　　　　　　　
　
誓　　　　　　約　　　　　　書
　温泉掘削（増掘・動力装置）許可の地位を相続により承継する申請者は、温泉法第４条第１項第４号及び第５号に該当しない者であることを誓約します。
（Ａ４）　
（様式第1号）

　　　　　　　　　　　　　揚　湯　試　験　結　果
	試験実施日
	　　　　　　年　　　　月　　　　日　～　　　　　　年　　　　月　　　　日

	試験実施者
	住所
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　　　－　　　－

	
	名称
	（担当者氏名：　　　　　　　　　）

	源　　泉
	名　称
	　　　　　　　　　　　温泉　　　　　　　　　　源泉

	
	所在地
	

	
	深　度
	ｍ
	口　径
	　　　　　
	自然水位
	ｍ

	
	ｽﾄﾚｰﾅ位置
	

	試験に使用した動力装置
	電動機
	種類及び型式
	

	
	
	出力 
	ｋＷ 
	回転数
	ｒｐｍ

	
	ポンプ
	種類及び型式
	

	
	
	吐出口径 
	ｍｍ
	揚程
	ｍ

	
	動力設置位置
	　ＧＬ－　　　　　　　　　　ｍ

	試　　験　　結　　果

	段階揚湯試験結果
	区分
	揚湯量

（Ｌ/分）
	動水位

GL-　(m)
	泉温

（℃）
	揚湯時間

（分）
	備　　　考

	
	第１段階
	
	
	
	
	

	
	第２段階
	
	
	
	
	

	
	第３段階
	
	
	
	
	

	
	第４段階
	
	
	
	
	

	
	第５段階
	
	
	
	
	

	連続揚湯試験結果
	揚湯量

（Ｌ/分）
	水位

GL-　(m)
	水位降下量

（ｍ）
	泉温

（℃）
	揚湯時間

（分）
	備　　　考

	
	
	
	
	
	
	

	限界揚湯量
	（Ｌ/分）

	適正揚湯量（限界揚湯量×0.8以下）
	（Ｌ/分）

	計画揚湯量
	（Ｌ/分）

	ヤコブの直線解析法
	透水量係数
	透水係数
	貯留係数

	
	
	
	


（様式第2号）

揚　湯　試　験　測　定　記　録　表

年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（No.　　）

	時　刻

（時：分）
	経過時間

（分）
	揚湯量

（Ｌ/分）
	水位

GL-　(m) 
	泉温

（℃）
	備　　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式第３号）
段階揚湯試験結果














※　水位は、地表面を基準としグラフの下方を深くなる方向とすること。

　　静水位は、揚湯開始後経過時間が０の時の水位として表示すること。

　　泉温は、右の目盛りを使用し、高温の場合は、波線を使用するなどして表示すること。

（様式第４号）
連続揚湯試験結果

揚湯量　　　　　　Ｌ／分













※　水位は、地表面を基準としグラフの下方を深くなる方向とすること。

　　静水位は、揚湯開始後経過時間が０の時の水位として表示すること。

　　泉温は、右の目盛りを使用し、高温の場合は、波線を使用するなどして表示すること。

（様式第５号）
水位回復試験結果










※　水位は地表面を基準としグラフの下方を深くなる方向とすること。

（様式第６号）
揚湯量検討図










※　両対数グラフとすること。

　　水位は地表面を基準としグラフの下方を深くなる方向とすること。
（様式第７号）

既存源泉測定記録表
源泉の所在地　　　　　　　　　　　　　　

源泉所有者　　　　　　　　　　　　　　　

源泉の名称　　　　　　　　　　　　　　　
	日付け

（年月日）
	時　刻

（時：分）
	水位

GL-　(m)
	揚湯量

（Ｌ/分）
	泉温

（℃）
	備　　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（℃）





（ｍ）





水　　　　位





泉　　　　温





　　Ｌ/分





　　Ｌ/分





揚湯量　　Ｌ/分





　　Ｌ/分





　　Ｌ/分

















(時)





０





０





揚湯開始後経過時間





（℃）





（ｍ）





水　　　　位





泉　　　　温





０





０





(時)





揚湯開始後経過時間





（ｍ）





水　　　　位





０





(時)





揚湯停止後経過時間





（ｍ）





水　　　　位





（Ｌ／分）





揚湯量








